
教育委
員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します

『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。
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●今号の主な内容
2面	� 令和５年度教育委員会の主要な事業
3面	� 中央図書館が文部科学大臣表彰を受

賞／TGGで英語学習／学校給食費
の公会計化／学校閉庁日のお知らせ

4面	� 砂川学習館・地域コミュニティ機能
複合施設整備事業／立川市の歴史
と文化財

立川市教育だより

　立川市教育委員会は「まちづくりは人づくり、人づくりは未来づくり、未来づくりは

学校から」の理念のもと、ネットワーク型の学校経営システムを展開し、教育の一層の

充実を図っています。今号の「たっち」では、令和５年度の主な取組を紹介します。

問教育総務課庶務係・内線2464、2465

　立川市民科の教科化から１年が過ぎました。小・中学校全校がそれぞれの地

域の特性等を踏まえ、さまざまなテーマに焦点を当てた「探究的な学び」の授

業を実践しています。昨年度までの取組を一層充実させ、よりよい地域づくり

に参画しようとする児童・生徒の育成や地域の活性化を図ります。

立川市民科で
探究的な学びを実践 　現在、建設工事を進めている新学校給食共同調理場は、

令和５年度２学期から運営を開始します。また、配送対象

校（小学校８校、中学校９校）と共同調理場方式の給食提供

に向けた最終調整を行うほか、配送対象校の施設改修工事

を行っています。

新学校給食共同調理場の
運営開始

市内２校目となる自閉症・情緒障害特別支援学級「に

じいろ学級」を大山小に開設しました。

特別支援学級臨時指導員の配置や発達障害教育に詳し

い専門家を派遣し、学級運営を支援しています。学級で

は発達障害等の児童の特性にあわせた指導を行うととも

に、児童の能力と可能性をできる限り伸ばしていく教育

活動を行っていきます。

自閉症・情緒障害特別支援学級の開設・運営支援

令和５年度

教育委
員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します

幸小「地域の自慢を紹介しよう」 三中「災害ジレンマゲーム（クロスロード）」

新学校給食共同調理場の建設工事の様子

完成のイメージパース

教育委
員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します

教育委
員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します

教育委
員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します

教育委
員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します

教育委
員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します

教
育
委
員
会
の
主
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す

教
育
委
員
会
の
主
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す

教育委
員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します

教育委
員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します教育委

員会の主な取組を紹介します教育委
員会の主な取組を紹介します

教育委
員会の主な取組を紹介します 教育委
員会の主な取組を紹介します

た
っ
ち
の
発
行
は
年
3
回
で
す
。
次
号
の
発
行
は
令
和
5
年
11
月
10
日
で
す
。



令和5年（2023年）6月10日 立川市教育だより

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ こまめな換気や手洗いなど、 感染症の予防にご協力をお願いします。

学
校
教
育
の
充
実

●
教
育
力
向
上
の
推
進

　

立
川
市
民
科
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
小
学
校
高
学
年
の

教
科
担
任
制
等
の
モ
デ
ル
校
を
指
定

し
、
研
究
成
果
を
広
く
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
校
で
の
授
業
改
善
に

結
び
付
け
ま
す
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
推
進

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
を
計
画
的
・

効
果
的
に
活
用

し
、
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態

度
を
養
う
と
と
も

に
、
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
等
を
育
む
授
業
を
展

開
し
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

●
小
学
校
教
科
用
図
書
採
択

　

小
学
校
に
お
い
て
、
令
和
6
年
度

か
ら
4
年
間
使
用
す
る
小
学
校
教
科

教
育
委
員
会
の
主
要
な
事
業

　

感
染
予
防
の
た
め
に
必
要
な
ア
ル

コ
ー
ル
や
石
け
ん
等
の
消
耗
品
を
購

入
す
る
ほ
か
、
学
校
の
環
境
衛
生
検

査
用
機
器
の
普
通
騒
音
計
、
デ
ジ
タ

ル
照
度
計
、
水
質
検
査
の
た
め
の
Ｐ

Ｈ
計
を
更
新
し
ま
す
。

●
食
材
料
費
高
騰
へ
の
対
応

　

令
和
5
年
度
1
学
期
の
学
校
給
食

に
つ
い
て
、
物
価
上
昇
に
伴
う
学
校

給
食
食
材
費
の
高
騰
に
対
し
支
援
を

行
い
、
給
食
水
準
を
維
持
す
る
と
と

も
に
保
護
者
負
担
の
増
を
回
避
し
ま

す
。教

育
支
援
と
教
育
環
境
の
充
実

●
第
二
小
学
校
等
複
合
施
設
整
備
事

業
及
び
第
五
中
学
校
建
替
事
業

　

第
二
小
学
校
／
高
松
児
童
館
／
曙

学
童
保
育
所
複
合
施
設
は
令
和
5
年

度
に
、
第
五
中
学
校
は
令
和
５
・
６

年
度
に
整
備
・
建
替
え
に
か
か
る
事

業
者
公
募
及
び
選
定
等
を
行
い
ま
す
。

●
第
三
小
学
校
等
複
合
施
設
整
備
事

業
及
び
第
三
中
学
校
建
替
事
業

　

第
三
小
学
校
／
錦
児
童
館
／
錦
学

童
保
育
所
複
合
施
設
及
び
第
三
中
学

校
の
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

●
第
七
中
学
校
体
育
館
復
旧
事
業

　

第
七
中
学
校
の
現
体
育
館
解
体
工

事
や
新
体
育
館
建
設
工
事
を
進
め
る

と
と
も
に
、
教
育
活
動
等
へ
の
影
響

を
最
小
限
と
す
る
た
め
仮
設
体
育
館

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
の

復
旧
工
事
期
間
に
お
い
て
、
入
学
式

及
び
卒
業
式
の
会
場
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
学
校
か
ら
会
場
ま
で
の
送

迎
バ
ス
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
学
校
I
C
T
シ
ス
テ
ム
構
築

　

令
和
7
・
8
年
度
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
と
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
更

新
・
統
合
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
の
最

適
な
再
構
築
を
行
う
た
め
の
整
備
計

の
防
犯
カ
メ
ラ
を
令

和
5
～
7
年
度
に
か

け
て
順
次
更
新
し
ま

す
。
5
年
度
は
平
成

27
年
度
に
設
置
し
た

20
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
更
新
し
ま
す
。

●
地
域
学
校
連
携
事
業

　

小
・
中
学
校
全
校
に
設
置
し
た
学

校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
よ
り
良

い
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
学
校
が
協

働
し
て
、
小
学
校
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
な
ど
、
立
川
市
民
科
の

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
の
実
現

●
平
和
・
人
権
学
習
事
業

　

平
和
学
習
の
一
環
で
、
中
学
生
を

被
爆
地
で
あ
る
広
島
に
派
遣
し
、
原

爆
ド
ー
ム
や
平
和
関
連
施
設
を
見
学
、

被
爆
さ
れ
た
方
の
講
話
を
聴
く
な
ど

の
体
験
を
通
し
て
、
戦
争
や
平
和
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。
今
年
度
は
1
泊

2
日
の
行
程
を

2
泊
3
日
に
延

長
し
、
内
容
を

見
直
し
た
上
で

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
6

年
1
月
開
催
予

定
の
立
川
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

生
徒
が
発
表
し
ま
す
。

●
地
域
学
習
館
・
学
習
等
供
用
施
設

管
理
運
営

　

施
設
の
経
年
劣
化
に
対
応
す
る
た

め
、
必
要
な
修
繕
等
を
実
施
し
ま
す
。

前
期
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
令

和
5
年
度
は
西
砂
学
習
館
及
び
滝
ノ

上
会
館
の
中
規
模
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

●
第
7
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
策
定

事
業

　

令
和
7
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の

5
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
7
次

生
涯
学
習
推
進
計
画
策
定
に
向
け
て
、

令
和
5
年
度
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
踏
ま
え
、
令
和
6
年
度
に
生
涯

学
習
推
進
審
議
会
で
の
議
論
を
経
て
、

今
後
の
生
涯
学
習
の
方
向
性
や
具
体

的
施
策
を
計
画
で
示
し
ま
す
。

●
W
i 

━ 

F
i
環
境
整
備

　

学
習
活
動
支
援
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
一
時

滞
在
施
設
や
避
難
所
に
お
け
る
情
報

取
得
に
役
立
て
る
た
め
、
滝
ノ
上
会

館
、
柴
崎
会
館
、
中
央
図
書
館
に

W
i
―F
i
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

●
寄
附
金
を
活
用
し
た
児
童
用
書
籍

の
充
実

　

令
和
4
年
度
に
個
人
か
ら
申
し
出

が
あ
っ
た
指
定
寄
附
金
を
10
年
計
画

で
活
用
し
、
図
書
と
電
子
書
籍
の
充

実
を
図
り
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
砂
川
学
習
館
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
複
合
施
設
整
備
事
業

　

令
和
5
・
6
年
度
で
砂
川
学
習
館

の
解
体
及
び
砂
川
学
習
館
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
複
合
施
設
の
新
築

工
事
を
行
い
ま
す
。

文
化
芸
術
の
振
興

●
歴
史
・
民
俗
普
及
活
動
事
業

　

所
蔵
資
料
の
適
切
な
保
存
と
一
般

市
民
へ
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

写
真
及
び
映
像
フ
ィ
ル
ム
を
保
存
す

る
た
め
の
調
湿
庫
を
購
入
し
、
原
資

料
の
保
存
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
複
製
し
た
画
像
等
の
資
料

を
表
示
す
る
た
め
の
大
型
モ
ニ
タ
ー

を
購
入
し
、
来
館
者
向
け
の
展
示
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

画
・
調
達
仕
様
等
を
作
成
し
ま
す
。

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
改
善

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
の
活
用
や
使
用

す
る
教
材
の
デ
ー
タ
容
量
の
増
加
に

伴
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
負
荷
に
対
応

す
る
た
め
、
試
験
的
に
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
な
ど
の
機
器
を
更
新
し
ま
す
。

●
電
子
黒
板
の
導
入

　

平
成
21
年
度
に
導
入
し
た
大
型
テ

レ
ビ
を
電
子
黒
板
に
更
新
し
、
教
育

I
C
T
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
寄
附
金
を
活
用
し
た
学
校
備
品
の

充
実

　

令
和
4
年
度
に
事
業
者
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
指
定
寄
附
金
を
活
用
し

て
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
必
要

な
学
校
備
品
を
購
入
し
ま
す
。

●
学
校
法
律
相
談
等
業
務

　

い
じ
め
や
不
登
校
、
学
校
で
の
事

故
・
ト
ラ
ブ
ル
等
に
対
し
、
法
律
の

専
門
家（
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
）に
よ

る
法
的
視
点
に
基
づ
い
た
相
談
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
問
題
の
適
切

か
つ
早
期
の
解
決
及
び
学
校
経
営
の

充
実
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
小
学
校
水
泳
指
導
業
務
等

　

民
間
等
屋
内
プ
ー
ル
施
設
を
活
用

し
た
小
学
校
水
泳
授
業
を
試
行
的
に

実
施
し
、
効
果
を
検
証
し
ま
す
。
令

和
5
年
度
は
、
第
二
小
学
校
と
大
山

小
学
校
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

●
働
き
方
改
革
事
業

　

副
校
長
補
佐
や
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ

ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
中
学
校
部
活
動

指
導
員
等
を
配
置
す
る
ほ
か
、
休
日

の
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関

す
る
検
討
を
進
め
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

に
よ
る
教
育
力
の
向
上

●
通
学
路
上
防
犯
カ
メ
ラ
の
更
新

　

機
器
更
新
時
期
と
な
る
通
学
路
上

用
図
書
の
採
択
を
行
い
ま
す
。

●
児
童
・
生
徒
心
理
調
査
分
析
等
の

活
用

　

教
職
員
の
日
々
の
観
察
と
あ
わ
せ
、

心
理
的
分
析
を
実
施
し
、
支
援
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
を
多
面
的
に
把
握

す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
組
織
的
な

対
応
を
行
い
、
心
の
ケ
ア
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
生
活
様
式

の
徹
底

　

手
洗
い
や
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
、
換
気

等
の
基
本
的
な
感

染
症
対
策
等
を
感

染
状
況
に
応
じ
て

継
続
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
児
童
・
生
徒
の

ス
ト
レ
ス
を
鑑
み
、

心
身
の
ケ
ア
を
図

り
ま
す
。

●
児
童
・
生
徒
保
健
衛
生

令和５年度

問
教
育
総
務
課
庶
務
係
・
内
線
2
4
6
4
、
2
4
6
5

市の予算全体の約17％が
充てられている教育費。
その内訳を紹介します。

教育費総額
148億2,446万円

83％

17％

立川市の一般会計予算額
853億9,200万円

2
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ

立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎042（523）2111〔代表〕  Fax042（521）26533

中央図書館が「優秀実践図書館」として
文部科学大臣表彰を受賞しました　令和５年１月から４月までの教育委員の

活動は下表の通りです。

教育委員の活動を紹介します

活動実績（令和５年１月〜４月）

問教育総務課庶務係・内線2465

１	月	13	日㈮
第1回教育委員会定例会

第3回総合教育会議

１	月	18	日㈬ 研究発表会（二中）

１	月	26	日㈭
学校訪問（八小）

第2回教育委員会定例会

２	月	１	日㈬ 学校訪問（八中）

２	月	５	日㈰ 立川教育フォーラム

２	月	９	日㈭ 第3回教育委員会定例会

２	月	24	日㈮ 第4回教育委員会定例会

２	月	28	日㈫
東京都市町村教育委員会連合会
研修会

３	月	13	日㈪ 第5回教育委員会定例会

３	月	23	日㈭ 第6回教育委員会定例会

４	月	13	日㈭ 第7回教育委員会定例会

４	月	27	日㈭ 第8回教育委員会定例会

八小への学校訪問の様子

八中への学校訪問の様子

中央図書館が表彰された主な理由として、

「たちかわ電子図書館」の普及促進に向けた積

極的な利活用があります。令和３年９月に市立

小・中学校の児童・生徒全員に「学校用たちか

わ電子図書館利用カード」を配布したことによ

り、読書を習慣化する児童・生徒が増え、特に

小学生は貸出数、閲覧数とも顕著な伸びを示し

ています。その後も児童書読み放題書籍300冊

（現在は632冊）の導入や、電子書籍の寄附をい

ただいた民間事業者との連携を図りながら、読

書に親しむ子どもの育成に努め、読書を身近な

ものとして習慣づけることに力を入れているこ

とや、事業の定着化が図られていることが評価

されました。

子どもたちがより本に親しむきっかけとなる

よう、また、読書習慣の継続に寄与できるよう、

図書館はこれからも紙書籍と電子書籍を両立さ

せた子ども読書活動の推進に取り組んでいきま

す。

問中央図書館☎（528）6800

　教員の働き方改革の一環として、夏季休

業日期間中、下記の日程で小・中学校全校

に「学校閉庁日」を設定します。ご理解と

ご協力をよろしくお願いします。

　なお、児童・生徒の生命に関すること等、

緊急の事態が起きた場合は、立川市役所の

代表電話☎（523）2111へご連絡ください。

　これまで学校ごとに「私費会計」として学校長が管理していた学校給食費を、市が歳入歳出予

算に計上して管理する「公会計」への移行を、次のとおり進めています。

　令和５年１月16日㈪にTOKYO	GLOBAL	GATEWAY（TGG）

GREEN	SPRINGSが、多摩地区として初めて立川駅北口エ

リアにオープンしました。このTGGは未来のグローバル人

材育成の一環として、児童・生徒の英語のコミュニケーシ

ョン力を高めるために設置された体験型英語学習施設です。

オープン後、早速市内の小学校５・６年生およそ1,500人

がTGGのプログラムで学習しました。空港内で英語を使っ

てコミュニケーションを行う体験プログラムや、英語を使

って地域に関する事柄や地球の未来等について学ぶプログ

ラムを選ぶことができます。今年度も市内の多くの児童・

生徒がTGGを利用し、コミュニケーション力や英語力の向

上を図っていきます。

問指導課・内線2499

公会計化すると…
◦口座振替できる金融機関が増え、保護者の利便性が向上します。

◦市の予算に計上することにより、計画的かつ安定的に学校給食を提供します。

◦学校給食費の徴収管理、食材料の調達を市に集約することで、事務の効率化につながります。

◦学校給食費の徴収管理を市が行うことで、教職員の業務負担の軽減につながります。

問学校給食課管理係・内線6812

学校閉庁日のお知らせ 学校給食費の公会計化を進めています

令和５年８月７日㈪から
１１日 までの５日間

学校閉庁日

問教育総務課庶務係・内線2465

令和５年度１学期から：九小・十小・西砂小・南砂小・幸小・松中小・大山小・柏小・上砂川小・新生小・若葉台小

令和５年度２学期から：一小・二小・三小・四小・五小・六小・七小・八小・一中・二中・三中・四中・五中・六中・七中・八中・九中

大山小での読書活動の様子 表彰状の授与を受ける栗原教育長

TGGで英語学習をしています
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令
和
5（
2
0
2
3
）年
は
関
東
大
震
災
か

ら
1
0
0
年
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
関
東

大
震
災
は
大
正
12（
1
9
2
3
）年
9
月
1
日

に
起
き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.9
と
推
定
さ
れ

る
大
地
震
で
、
東
京
府（
現
在
は
都
）で
は
震

度
6
を
観
測
し
ま
し
た
。
都
心
で
は
建
物
崩

壊
の
ほ
か
、
地
震
発
生
時
刻（
11
時
58
分
）が

昼
食
の
時
間
と
重
な
っ
た
こ
と
で
広
範
囲
に

お
よ
ぶ
延
焼
火
災
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
の
前
年
、

大
正
11（
1
9
2
2
）年
に
完
成
し
た
広
大
な

立
川
飛
行
場
か
ら
は
、
都
心
か
ら
立
ち
上
る

火
災
の
煙
が
見
え
ま
し
た（
写
真
1
）。
当
時
、

砂
川
尋
常
高
等
小
学
校（
現
在
の
第
八
小
学

校
）に
通
学
し
て
い
た
中
野
藤
吾
氏
は
始
業

式
を
終
え
て
帰
宅
し
た
の
ち
震
災
に
見
舞
わ

れ
、「
午
後
二
時
頃
南
東
に
当
り
て
蒙も

う
も
う々

た

る
白
雲
否
白
煙
立
ち
上
れ
り
。（
夜
に
な
り
）

昼
見
し
煙
の
方
を
眺
む
れ
ば
東
天
は
焦
げ
ん

ば
か
り
に
赤
く
、
わ
が
住
む
所
、
東
京
を
距へ

だ
て

る
約
八
里（
約
32
ｋ
ｍ
）、
而し

か
も
火
の
光
に

照
さ
れ
て
、
微か

す

か
に
我
が
影
を
認
む
る
に
至

る
」（「
大
震
災
の
記
」
大
正
12
年
、
立
川
市

蔵
）と
記
録
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
九
小
学
校
百
年
誌
『
あ
し
っ

こ
』（
昭
和
55
年
）で
も
震
災
を
振
り
返
り
、

「
ま
わ
り
の
家
々
は（
中
略
）い
ま
に
も
つ
ぶ

れ
そ
う
に
ふ
ら
ふ
ら
左
右
に
物も

の
す
ご凄

く
ゆ
れ
、

家
々
の
壁
が
ば
ら
ば
ら
落
ち
、
土
蔵
の
壁
も

ひ
び
わ
れ
て
、
ば
た
ば
た
と
大
き
な
音
を
立

て
て
落
ち
、
土
け
む
り
が
も
う
も
う
と
立
ち
、

暗
い
感
じ
が
す
る
ほ
ど
で
し
た
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
強
い
余
震
も
非
常
に
多
く
、
ど

の
家
の
住
人
も
家
か
ら
竹た

け
や
ぶ藪

に
避
難
し
、
数

日
は
竹
藪
で
野
宿
し
た
と
い
い
ま
す
。
現
在

の
柴
崎
町
に
あ
る
玄
武
山
普
濟
寺
の
国
宝
・

六
面
石
幢
が
横
倒
し
に
な
る
な
ど
の
被
害
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
立
川
市
域
で
は
幸

い
に
も
家
屋
倒
壊
な
ど
の
大
き
な
被
害
は
な

く
、
土
蔵
や
物
置
の
全
半
壊
や
破
損
に
留と

ど

ま

っ
た
よ
う
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

立
川
飛
行
場
も
被
害
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ

た
た
め
、
壊
滅
状
態
で
交
通
・
通
信
手
段
を

絶
た
れ
た
大
都
市
圏
の
飛
行
場
に
代
わ
っ
て
、

大
震
災
の
情
報
・
救
援
物
資
の
要
請
な
ど
を

各
地
へ
伝
え
る
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
被
害
を
う
け
た
都
心
の
飛
行
場
か
ら
民

間
の
航
空
会
社
や
飛
行
学
校
が
立
川
飛
行
場

へ
移
転
し
て
く
る
と
、
海
外
か
ら
の
来
訪
飛

行
も
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
航
空
機
に
よ

る
郵
便
・
貨
物
・
旅
客
輸
送
事
業
も
発
展
し
、

〝
空
の
都
〟立
川
の
名
が
世
界
的
に
も
広
ま
り

ま
し
た
。
昭
和
3（
1
9
2
8
）年
に
政
府
支

援
を
受
け
て
設
立
し
た
日
本
航
空
輸
送
株
式

写真３：立川飛行場の航空郵便案内パンフレット

会
社
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
一
社
で
、
立
川

飛
行
場
の
南
西
地
区
に
東
京
で
の
拠
点
を
設

け
、
昭
和
4
年
か
ら
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

翌
年
に
は
、
よ
り
郵
便
の
利
便
性
を
高
め
る

目
的
で
、
立
川
飛
行
場
内
に
航
空
郵
便
ポ
ス

ト
が
設
け
ら
れ
ま
す（
写
真
2
）。
郵
送
に
か

か
る
時
間
は
立
川
か
ら
大
阪
ま
で
2
時
間
30

分
程
度
と
、
そ
れ
ま
で
の
陸
路
便（
汽
車
で

10
時
間
以
上
）と
比
べ
れ
ば
雲
泥
の
差
で
し

た
。
日
本
航
空
輸
送
株
式
会
社
が
発
行
し
た

昭
和
6
年
の
航
空
郵
便
案
内（
写
真
3
）に
よ

れ
ば
、
運
賃
は
15
ｇ
ま
で
の
有
封
書
状
で
汽

車
の
6
倍
、
18
銭
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

航
空
郵
便
の
ポ
ス
ト
が
「
空
色
」
だ
っ
た
こ

と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
遺の

こ

さ
れ
て
い

る
写
真
資
料
は
モ
ノ
ク
ロ
の
た
め
判
断
で
き

ま
せ
ん
が
、
立
川
に
あ
っ
た
ポ
ス
ト
も
「
空

色
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
民

間
の
航
空
会
社
や
飛
行
学
校
は
、
昭
和
6
年

の
羽
田
飛
行
場
完
成
と
と
も
に
徐
々
に
移
転

し
ま
す
が
、
立
川
飛
行
場
の
名
は
皮
肉
な
こ

と
に
、
関
東
大
震
災
を
経
た
こ
と
で
世
界
へ

広
く
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

さ
て
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
6
月
13

日（
火
）か
ら
7
月
9
日（
日
）ま
で
、
企
画
展

「
新
収
蔵
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
稿
で

ご
紹
介
し
た
日
本
航
空
輸
送
株
式
会
社
の
航

空
郵
便
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
令
和
4
年

度
に
市
民
の
方
々
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
歴
史
民
俗
資
料
館（
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
文
化
財
係
）☎（
5
2
5
）0
8
6
0

写真１：震災当日の都心から立ち上る煙

　

写真２：
立川飛行場の航空郵便ポスト

関
東
大
震
災
と
立
川
飛
行
場
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　令和７年度の供用開始に向けて、複合施設の整備を進めており、

令和５年７月から砂川学習館の解体工事と砂川学習館・地域コミ

ュニティ機能複合施設の新築工事を行います。このため砂川学習

館（子育てひろばを含む）は令和５年４月から令和７年３月まで休

館となります。休館に伴う仮事務所の場所等は、市ホームページ

等で今後お知らせします。

　新たな複合施設は、砂川学習館で担っていた生涯学習機能・子

育て支援機能に、集会・交流といった地域コミュニティ機能を合

わせ、多世代交流によるにぎわいの拠点となる場を提供します。

砂川学習館・地域コミュニティ機能複合施設整備事業を進めます

問砂川学習館係☎（535）5959

砂川学習館・地域コミュニティ機能複合施設の完成イメージパース


